
【今年の紅葉は遅い！？創造の森】 野山はこれから紅葉の季節となりますが、今月前半に気温の高い

【食欲の秋、山の幸と川の幸をいただく】
 公民館行事の年間計画では、今月は芋掘り体験を考え

ていましたが、芋畑がイノシシに襲われて全滅してし

まったので、猪を食べることにしました。17日（日）、

朝から雨になり気温も低く生憎の天候でしたが、「木

実さがしと飯ごう炊さん」を開催し、15人(子ども8、

大人7）の参加がありました。雨で木の実探しは行けな

かったけど、前もって採取してあったアケビやクルミ、

銀杏に触れたりして、後で調理して食べました。岸田川漁協から特別に

許可をいただき、前日に仕掛けておいたカニ籠を引上げに行きました。

籠にモクズガニがいっぱい入っており、大鍋で茹でて

食べました。飯ごうにお米とムカゴを一緒に入れて

火にかけて炊きました。ニンジンやジャガイモの皮

をむいたり切って、猪肉を入れたカレーを作りまし

た。ムカゴご飯にたっぷりカレーをかけて、昼食に

しました。川ガニはカニ味噌が濃厚で、猪肉カレー

もとても美味しく、みんなお代わりしてお腹一杯、

山の幸と川の幸を味わいました。
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久斗山地区公民館だより

コロナの感染者も全国的に低下し、ワクチン接種率も高まり、緊急事態が9月末でようやく解除になりました。【ご挨拶】

があり少し騒がしい。今後の日本と町を方向づける代表が選出されます。未来に希望が持てる国と町を心から期待してます。

日が続いたので、今年はかなり遅れています。本谷の奥、創造の森には、神戸の「ブナを植える会」が2,000本以上を植樹し

ており、それ以外にも山頂付近には自然のブナが自生しています。カエデの仲間や広葉樹が多く、時期が来ると綺麗な紅葉が

見れます。今はまだ少し早いけど、これから天気の良い日には紅葉見物に訪れてみてはどうでしょう？

これまで延期になっていた行事も、一部がようやく開催されるようになり、移動自粛も少しづつですが緩和されてきています。

秋も深まり行楽シーズンですが、季節は一気に進んで標高の高い山では雪の便りが聞かれるようになりました。近年は気候の

変化も極端で、順応できずに戸惑うばかりです。騒がしかった夏は去りましたが、今月末は国政と町長、町議のトリプル選挙

まだ全然紅葉していない創造の森（10月19日）

銀杏とオニグルミの実

猪肉入りカレーは美味しい飯ごうでムカゴ入りご飯を炊きました

茹でた川ガニ



【久斗渓谷ジオツアー、ガイド研修】 【舗装が新しくなりました】
山陰海岸ジオパークのコース 　県道山田新温泉線の境～藤尾間、

の一つには、久斗川渓谷も含ま  1,022ｍが、このほど舗装修繕工事

れています。10月20日(水)、  が行われ、ひび割れて痛んでいたAs

ジオガイドの研修会が開催され  舗装が新しく綺麗になりました。

ました。まず、大味の桃太郎岩に  香住のナベヤ住設(株)が元請で、下に

に行き、二つに割れた大岩を見  町内の山陰道路(株)が施工にあたり、

学しました。久斗山では大杉神  古い舗装をめくって、採石を入れて、

社に寄ってから、本谷のたたら  厚さ5㎝のAs合材が敷れました。新し

跡に行き、金屋子神や遺跡  い舗装は車で走っても気持ち良いです。

発掘の現地を確認して、川 【スズメバチに注意！】
原から“かなくそ”を拾っ  今月は例年に比べて気温の高い

たりしました。藤尾から久 日が続き、そのせいかハチ達も

斗山までは堅い安山岩で、 元気で、いつもに比べてスズメ

谷も狭く直角に蛇行する特徴があり、幾つもの滝などがありま バチの巣も大きく、大所帯です。

す。久斗山から上流は風化が進んだ花崗岩質で砂鉄が含まれ、 家の軒先や屋根裏に巣を構え、

谷の水と山から木炭などの燃料が豊富なため、江戸時代に製鉄 天気の良い日は、11月の初めまでは元気に飛び

産業が栄えた歴史があります。地区再発見のいい機会でした。 まわっています。刺れないよう気をつけましょう！

○令和3年　 11月の行事

新温泉町文化祭 舞台発表　（10：00～17：00　夢ホール）

新温泉町青少年育成町民大会（13：30～16：10　）新温泉町青少年育成推進協議会

「地域探訪、紅葉の創造の森へ遠足」（9：00～14：00　久斗山地区公民館）

3日（水）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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令和３年度

第17回新温泉町文化祭 浜坂会場

〇日程：11月6日（土）～8日（月）

開催時間 9：00～17：00

（8日は15：00まで）

〇会場：浜坂多目的集会施設 全館

○出品作品：

書道、絵画、押し花、陶芸、パッチワーク

和紙人形、写真、絵手紙、短歌、生花

組み木、ちぎり絵、刺繍、手芸他

―全31出品

（※11月3日に夢ホールで舞台発表）

【問合せ先】

浜坂公民館（新温泉町文化祭実行委員会）

℡0796ｰ82ｰ4339
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群生するヨメナ

猪肉入りカレーは美味しい


